
ソ
マ
リ
ア
難
民
診
療

勁
駈
家
族
ら
に
送
ら
れ
岡
山
出
発

　
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
東

部
の
国
・
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
救

援
の
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
１
本
部
岡

山
市
）
の
津
曲
兼
司
医
師
（
＝
一
六
）

１
岡
山
市
佐
山
９
が
二
十
二

日
、
岡
山
を
出
発
し
た
。
難
民

が
流
入
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
に
向

、
け
二
十
三
日
、
成
田
空
港
か
ら

飛
び
立
つ
。

　
午
後
二
時
半
過
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
岡

山
駅
ホ
ー
ム
に
見
送
り
の
妻
美

幸
さ
ん
（
ｊ
）
、
長
男
大
生
ち
ゃ

ん
Ｉ
生
後
四
ヵ
月
ａ
の
ほ
か
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表

（
四
六
）
、
看
護
婦
ら
十
散
人
が
駆

け
付
け
、
津
曲
医
師
を
見
送
っ

た
。
。

　
津
曲
医
師
は

二
十
三
日
午

後
、
成
田
空
港

を
出
発
し
、
ケ

ニ
ア
で
他
の
民

間
海
外
援
助
団

体
（
Ｎ
Ｇ
ｇ
ｕ

非
政
府
組
織
）

メ
ン
バ
ー
と
合

流
。
東
北
部
の

マ
ン
デ
上
フ
県

の
診
療
所
を
拠

点
に
約
二
週

間
、
医
痙
一
活
動

を
展
開
。
ソ
マ

リ
ア
に
も
入

リ
、
巡
回
診
療
を
す
る
。
　
一

　
今
回
の
援
助
は
ヽ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
一

家族や同僚らに

＝ＪＲ岡山駅

ソマリア難民援助のため、

見送られる津曲医師（左）

を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金

の
嘉
一
（
北
九
州
市
）

成
会
平
和
基
金
（
束
京
）
な
ど

Ｎ
Ｇ
Ｏ
五
団
体
で
フ
マ
リ
ア

難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
（
代
表
・
曹
波
氏
）
を
結

成
。
ソ
マ
リ
ア
、
難
民
が
流
入

し
て
い
る
ケ
ニ
ア
と
ジ
ブ
チ
に

医
師
、
看
護
婦
、
教
師
ら
を
約

一
年
間
派
遣
す
る
。
医
療
、
教

育
、
井
戸
掘
削
、
物
資
運
搬
な

ど
の
援
助
活
動
を
展
開
し
、
最

終
的
に
は
約
百
五
十
人
規
模
に

な
る
見
通
し
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

主
に
医
療
面
を
担
当
。
約
二

十
五
人
を
順
次
派
遣
す
る
予

定
。

　
津
曲
医
師
は
出
発
前
の
新
幹

線
ホ
ー
ム
で
、
「
こ
れ
ま
で
培

っ
た
経
験
を
生
か
し
、
飢
餓
に

苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
助
け
た

い
。
日
本
の
人
的
貢
献
が
で
き

て
い
な
い
だ
け
に
、
私
た
ち
の

活
動
は
責
任
が
重
い
」
と
喪
憐

を
引
き
締
め
て
い
た
。
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